
暫

審

埓

撃

障

全

日

本

実

業

柔

道

団

体

対

抗

大

会

報

告

書

旭
化
成
が
４
年
連
続
Ｈ
度
目
優
勝

女
子
は
三
井
住
友
海
上
が
２
年
ぶ
り
３
度
目
の
Ｖ

厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
５５
回
全
日
本
実
業
柔

道
団
体
対
抗
大
会
は
、
５
月
２８
日
（土
）、
２９
日
（日
）

の
両
日
、
来
年
の
国
民
体
育
大
会

「の
じ
ざ
く
国

体
」
の
柔
道
競
技
会
場
と
な
る
姫
路
市
手
柄
山
中

央
公
園
内
、
兵
庫
県
立
武
道
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

参
加
テ
ー
ム
は
３
テ
ー
ム
欠
場
に
よ
り
、

‐０６
チ

ー
ム
。
（男
子
９０
チ
‐
ム
、
女
子
１６
チ
‐
ム
）
。
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
や
今
年
の
世
界

選
手
権
カ
イ
ロ
大
会
代
表
選
手
も
出
場
し
、
４
試

合
場
の
会
場
の
観
客
席
、
ロ
ビ
ー
は
溢
れ
ん
ば
か

り
の
観
客
で
賑
わ
っ
た
。
姫
路
市
で
は
、
１
９
６

４
年

（昭
和
３９
年
）
に
第
９
回
大
会
が
開
催
さ

れ
て
以
来
、
実
に
４．
年
ぶ
り
２
度
目
の
開
催
と
な

っ
た
。

開
会
式
で
は
年
間
最
優
秀
選
手
の
表
彰
が
あ
っ

た
。
永
野
重
雄
杯
の
栄
誉
は
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
ー００
ｋｇ
超
級
優
勝
、
平
成
１６
年
度
全
日
本
選
手
権

優
勝
の
鈴
木
桂
治
５
段

（平
成
管
財
）
に
輝
き
、

宮
崎
輝
杯
は
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
７８
ｋｇ
超
級
優

勝
、
平
成
１６
年
度
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
優
勝

の
塚
田
真
希
４
段

（綜
合
警
備
保
障
）
に
授
与
さ

れ
た
。
又
、
特
別
功
労
賞

（２０
回
出
場
）
、
功
労

賞

（１５
回
出
場
）
の
表
彰
も
行
わ
れ
た
。

（別
記

参
照
）

初
日
は
、
男
子
第
二
部
で
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ

（Ｂ
）

が
関
西
医
療
学
園
附
属
接
骨
院

（Ｂ
）
を
４
１
１

で
退
け
、
念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

女
子
第

一
部
は
５
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦
を
戦
い
、

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
メ
、ダ
リ
ス
ト
２
名
を
擁
す

る
三
井
住
友
海
上
が
４
戦
４
勝
で
２
年
ぶ
り
に
３

度
目
の
優
勝
旗
を
手
に
し
た
。

最
終
日
、
男
子
第

一
部
は
旭
化
成
が
、
地
元
大

応
援
国
の
声
援
を
受
け
て
勝
ち
上
が
っ
た
新
日
鐵

を
４
１
０
で
圧
倒
し
、
Ｈ
度
目
の
優
勝
、
４
連
覇

の
偉
業
を
達
成
し
た
。

男
子
第
二
部
は
旭
化
成
が
了
徳
寺
学
園
を
２
１

０
で
下
し
、
３
度
目
の
優
勝
を
飾
り
、
来
年
は
第

一
部
に
２
チ
ー
ム
出
場
権
を
獲
得
。

女
子
第
二
部
は
ヤ
ツ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
了

徳
寺
学
園
を
２
１
１
で
破
り
、
初
出
場
初
優
勝
を

果
た
し
た
。

開会式であいさつする阿南惟正 副会長

開会式で歓迎のあいさつをする井戸敏三兵庫県知事

選手宣誓をする繁昌久哲選手 (旭化成)

来
年
度
の
大
会
は
６
月
３
日
（土
）
、
４
日
（日
）
、

札
幌
市
内
北
海
道
立
体
育
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
挙

行
さ
れ
る
。
１
９
８
５
年

（昭
和
６０
年
）
に
札
幌

中
島
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
た
第
３５
回

大
会
か
ら
２．
年
ぶ
り
２
度
目
の
札
幌
市
で
の
開
催

と
な
る
。

甥



旭
化
成
、
４
連
覇
達
成
。

大
健
聞
の
新
日
鐵
、
決
勝
戦
で
涙
を
飲
む
。

旭
化
成
が
準
決
勝
戦
、
了
徳
寺
学
園
を
高
井
、

高
橋
の
活
躍
で
退
け
決
勝
戦
進
出
。
対
す
る
は
、

地
元
の
大
声
援
を
受
け
て
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
上
が

っ
た
新
日
鐵
。

オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
に
は
お
馴
染
み
の
伝
統
の

一

戦
と
な
っ
た
。

先
鋒
戦
は
今
春
同
じ
学
窓
を
巣
立

っ
た
両
者
の

対
戦
。
カ
イ
ロ
世
界
選
手
権
代
表
の
高
井
は
中
量

級
の
吉
永
を
試
合
開
始
か
ら
圧
倒
し
、

５．
秒
場
外

付
近
ま
で
押
し
込
み
大
外
刈
。
哀
快
に
刈
り
上
げ

る
と
吉
永
は
背
中
か
ら
畳
に
沈
む
。
旭
化
成
、
ま

ず

一
本
勝
で
先
制
。

次
鋒
、
村
元
対
落
合
戦
。
村
元
が
落
合
に
圧
迫

を
加
え
、
落
合
が
場
外
付
近
に
退
く
展
開
◎
さ
れ

ど
決
め
技
が
出
ず
、
共
に
指
導
２
ま
で
受
け
る
。

そ
の
ま
ま
引
分
に
な
る
と
思
わ
れ
た
残
り
４
秒
、

場
外
際
に
居
着
く
落
合
に
５
秒
ル
ー
ル
に
よ
る
指

導
３
が
与
え
ら
れ
る
。

中
堅
戦
。
両
高
橋
の
対
戦
。
ケ
ン
カ
組
手
で
組

合
わ
な
い
両
者
に
１
分
３０
秒
過
ぎ
ま
で
に
指
導
２
。

新
日
鐵
高
橋
は
旭
化
成
高
橋
の
圧
力
を
巧
み
に
捌

い
て
い
た
が
、
終
盤
場
外
注
意
で
指
導
３
を
喫
し
、

そ
の
ま
ま
ブ
ザ
ー
。
旭
化
成
、
中
堅
戦
で
優
勝
を

決
定
。

副
将
戦
は
、

一
矢
を
報
い
た
い
永
井
で
あ
っ
た

が
、
巨
漢
松
山
を
攻
め
あ
ぐ
ね
両
者
指
導
２
ま
で

受
け
る
。
終
盤
に
入
り
、
今
度
は
松
山
が
パ
ワ
ー

で
永
井
を
振
り
回
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
ず
引

分
け
る
。

大
将
戦
。
体
格
で
勝
る
森
田
が
斉
藤
を
攻
め
、

斉
藤
は
受
け
に
回
る
展
開
と
な
る
も
、
中
盤
に
入

り
斉
藤
が
森
田
の

一
瞬
の
隙
を
衝
き
、
低
い
姿
勢

か
ら
の
払
腰
で
技
あ
り
を
奪
う
。
そ
の
後
は
攻
守

と
こ
ろ
を
代
え
斉
藤
が
攻
勢
に
転
じ
る
。
斉
藤
が

仕
掛
け
た
技
が
も
つ
れ
て
寝
技
に
移
行
し
た
利
那
、

斉
藤
が
森
田
の
腕
を
十
字
固
に
極
め
る
と
、
森
田

た
ま
ら
ず
斉
藤
の
体
を
叩
き
、　
一
本
。

旭
化
成
は
、
新
人
高
井
と
ベ
テ
ラ
ン
高
橋
、
村

元
の
活
躍
で
新
日
鐵
を
打
ち
破
り
、
圧
倒
的
な
点

差
で
４
連
覇
達
成
。
新
日
鐵
は
、
次
鋒
、
中
堅
戦

共
、
終
盤
ま
で
引
分
ペ
ー
ス
で
進
め
て
い
た
が
、

最
後
に
惜
し
く
も
共
に
指
導
３
を
喫
し
、
地
元
優

勝
の
悲
願
が
な
ら
ず
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト旭

化
成
　
中

村

佳

央

団
体
戦
は
、
誰
か

一
人
で
も
気
を
抜
い
た
ら
負

け
る
怖
さ
が
あ
る
だ
け
に
気
を
引
き
締
め
て
臨
ま

せ
た
。
準
決
勝
の
了
徳
寺
戦
は
し
ぶ
と
い
選
手
が

多
く
簡
単
に
は
勝
た
せ
て
く
れ
な
い
。

決
勝
戦
は
高
井
、
村
元
、
高
橋
の
前
３
人
で
優

勝
を
決
め
る
つ
も
り
だ

っ
た
。
高
井
は
試
合
と
合

宿
が
続
き
、
手
首
、
腰
を
故
障
し
て
い
た
が
良
く

調
整
し
頑
張

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
来
年
も
連
覇
を

狙
う
が
、
二
部
か
ら
昇
格
す
る
Ｂ
テ
ー
ム
と
決
勝

で
対
戦
す
る
こ
と
が
目
標
。
そ
ん
な
に
甘
く
は
な

い
で
し
ょ
う
が
。

大
会
２
日
目
、
県
立
武
道
館
１
階
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
メ
ダ
リ

ス
ト
と
の
記
念
撮
影
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参

加
選
手
は
内
柴
正
人
選
手

（旭
化
成
）
、
泉

浩
選
手

（旭
化
成
）
、
塚
田
真
希
選
手

（綜
合

警
備
保
障
）
、
谷
本
歩
実
選
手

（
コ
マ
ツ
）
。

開
始
Ｈ
時
の
定
刻
前
よ
り
長
蛇
の
列
が
出

来
、
ロ
ビ
ー
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
終
了
ま

で
の
１
時
間
、
列
は
切
れ
る
こ
と
な
く
続
き
、

子
供
達
は
満
面
の
笑
み
で
写
真
に
納
ま
っ
て

い
た
。

“
一口

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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＊

＊

＊

＊

＊
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＊
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＊

＊

＊

*************************************************************

高井の豪快な大外刈でまず 1勝

第一部優勝の旭化成チーム

********芹 ****************************************************



男子第一部成績表

優 勝 旭  化  成

準優勝 新 日 本 製 鐵

第 3位 了 徳 寺 学 園

第 3位 綜 合警 備保 障

旭 化 成 1 7 新日本製鐵

ダ イ コ ロ 2 8 日本道路公団

東京消防庁 3 9東 レ滋 賀

平 桟 増 引 卜 4 10 綜合警備保障

京 葉 ガ ス 5 11 セ コ ム

了徳寺学園 6 12 日本中央競馬会

第 1試合

旭   化

大 鋸  新

村 元 辰 寛

○高 井 洋 平

松 山  毅

○高 橋 宏 明

第 2試合

新 日 本

○高 橋 徳 三

吉 永 慎 也

永 井 亮 平

落 合 幸 治

森 田 祥 一

旭   化

○高 井 洋 平

○村 元 辰 寛

○高 橋 宏 明

松 山  毅

○斉 藤 制 剛

【準 決 勝】

成 2-1
5段

―4段
―3段 優勢勝ち

4段 優勢勝ち

4段 大 外 刈

了 徳 寺 学 園

飛 塚 雅 俊 3段

矢 寄 雄 大 3段

中 野  竜 3段

坂 本 周 作 3段○

廣 川 充 志 3段

製 鐵 1-0綜 合 警 備 保 障

4段 優勢勝ち 今 井 敏 博 3段

4段 一→←― 工 藤 龍 輝 4段

4段 
―

 生 田 秀 和 5段

3段 ―→←― 近 野 貞 治 4段

3段
―

小 野 俊 教 3段

【決   勝】

成 4-0新 日 本 製 鐵

3段 大 外 刈 吉 永 慎 也 4段

4段 優勢勝ち 落 合 幸 治 3段

4段 優勢勝ち 高 橋 徳 三 4段

4段 ―→←― 永 井 亮 平 4段

4段 腕拉ぎ逆十字 森 田 祥 -3段
東京消防庁、平成管財、東レ滋賀、セコムの4チ ームは
次年度第二部に降格する

平成 16年度

〔永野重雄杯〕  鈴

〔宮崎 輝杯〕 塚

年間最優秀選手

木 桂 治 伴成管財)

田 真 希 (綜合警備保障)

特別功労賞 (20回出場)

檀 上 治 亨 鯨日本製鐵)

功 労 賞 (15回出場)

有 野 伸 也 備  人)

［男
子
］

［女
子
］

第

一
部

一局
井

洋

平

危
化
心

村

元

辰

寛

（
〃

）

永

井

亮

平

屏
日
本
製
９

第
二
部

塘

内

将

彦

疱
化
必

打

野

　

誠

（
〃

）

松

岡

美

貴

τ
徳
寺
学
Ｓ

第
二
部

大

平

紘

嗣

縦
ヱ梨

夢

景

じ

谷

口
　

徹

（
　
　
″
　

　

）

・十
〈
十四
一
善
什
〈
刀
　
（関
西
医
療
学
園
附
属
整
骨
院
Ｂ
）

第

一
部

上

野

雅

恵

全
井
住
友
海
上
火
災
曇

上

野

順

恵

（
　

〃
　

）

第
二
部

川

口
有

紀

奪
ック
ス
ケ
アサ
Ｉ
Σ

清
水
伊
穂
理

（　
　
〃
　
　
）

吉

成

麗

子

０
５

）

七

條

芳

美

↑
徳
寺
学
□

生

田

秀

和

矢

寄

雄

大

桑

原

和

寿

飯

銅

崇

晋

武

内

琢

磨

渡

邊

一
貴

（綜
合
警
備
保
障
）

（了
徳
寺
学
園
）

（九
州
電
力
）

（セ
コ
ム
）

（は
り
ば
）

（自
衛
隊
体
育
学
校
）



旭
化
成
、
第
一部
と
併
せ
二
部
門
優
勝
の
快
挙

了
徳
寺
学
園
も
来
年
は
第
一部
に
２
チ
ー
ム
出
場

第
二
部
、

２３
テ
‐
ム
に
よ
る
戦
い
を
制
し
て
の

決
勝
戦
進
出
は
、
準
決
勝
戦
で
九
州
電
力
に
逆
転

勝
ち
し
た
旭
化
成
と
、
対
す
る
は
緒
戦
か
ら
危
な

げ
な
く
勝
ち
進
ん
だ
了
徳
寺
学
園
の
両
雄
。

先
鋒
、
松
岡
対
角
地
戦
。
前
半
は
激
し
い
組
み

手
争
い
。
中
盤
両
者
指
導
１
の
後
、
角
地
が
戦
い

の
主
導
権
を
握
る
が
、
決
め
技
を
欠
き
引
分
け
る
。

次
鋒
戦
。
鈴
木
、
家
泉
共
に
消
極
的
で
単
調
な

戦
い
。
２
分
１９
秒
に
両
者
指
導
２
を
受
け
、
そ
の

ま
ま
引
分
。

中
堅
戦
、
荒
平
対
繁
昌
の
中
量
級
同
士
の
戦
い
。

荒
平
は
抱
え
込
ん
で
の
小
外
刈
、
小
内
刈
を
繰
り

出
す
が
、
巧
者
繁
昌
、
難
な
く
か
わ
し
て
引
分
。

勝
負
は
後
半
に
持
込
ま
れ
る
。

副
将
戦
は
、
組
み
際
に
内
般
を
仕
掛
け
る
軽
部

に
、
塘
内
は
守
勢
に
回
り
１
分
５
秒
指
導
１
を
受

け
る
。
そ
の
後
塘
内
が
攻
勢
に
転
じ
、
２
分
１５
秒
、

軽
部
の

一
瞬
の
隙
を
捉
え
内
股
で
有
効
を
奪
い
、

旭
化
成
待
望
の
１
勝
を
上
げ
る
。

大
将
戦
は
、
今
大
会
す
べ
て

一
本
勝
、
絶
好
調

の
河
野
が
開
始
５．
秒
雑
賀
か
ら
大
内
刈
で
有
効
を

奪
い
、
そ
の
ま
ま
袈
裟
固
に
押
え
込
み

一
本
。

旭
化
成
は
３
度
日
の
第
二
部
優
勝
。
両
チ
ー
ム

共
、
第

一
部
で
来
年
の
２
チ
ー
ム
出
場
権
を
勝
ち

取
る
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト旭

化
成
　
中

村

佳

央

優
勝
は
狙
っ
て
い
た
の
で
嬉
し
い
。
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
良
く
頑
張

っ
た
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

代
表
の
塘
内
は
さ
す
が
実
力
者
。
河
野
は
苦
手
な

組
み
手
を
克
服
し
、
大
活
躍
し
て
く
れ
た
。
今
大

会
の
収
穫
で
も
あ
る
。

勝】

了 徳 寺 学 国 0-2旭  化  成

松 岡 美 貴 3段
―

 角地信太郎 4段

鈴 木 貴 ± 3段
―

家 泉  崇 3段

荒 平 佳 也 2段
―

繁 昌久 哲 5段

軽 部 友 和 3段 優勢勝ち 塘 内 将 彦 3段○

雑 賀 俊 行 3段 袈裟固め 河 野  誠 4段○

男 子 第 二 部 成 績 表

優 勝 旭 化 成 第 3位 セ コ

準優 勝  了 徳 寺 学 園  第 3位 九  州 電  力

以 上 の 4チームは次年度第一部 に昇格 す る

綜 合 警 備 保 障 1

1    M   S  2

了 徳 寺 学 園 3

日 本 通 運 A4

トヨ タ 自動 車 5

大 京 フ ー ズ 6

近 畿 通 関 7

寿 辟 射 講 鉄 き 8

三 菱 化 学 物 流 9

東 洋 水 産 10

塾

崇 =

塘内、内股で有効を奪う

12九  州 電 力

13日 本 通 運 B

14東    芝

15ホ ン ダ 熊 本

16日 本 道 路 公 団

17豊 田 自動 織 機

18三 菱重工名古屋

19王子製紙苫小牧

20高 宮 接 骨 院

21ミ ツ ウ ロ コ

22 ミヤザワメディカルグループ

23 旭  化  成

第二部優勝の旭化成チーム



松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
（Ｂ
）、
昨
年
、　
一昨
年
の
女
子
第
二
部

優
勝
に
続
き
男
子
第
二
部
で
う
れ
し
い
初
優
勝

５８
チ
‐
ム
で
の
優
勝
争
い
。
内
、
地
元
特
別
参

加
は
３
チ
ー
ム

（警
察
チ
ー
ム
は
不
出
場
）
。
決

勝
戦
は
関
西
医
療
学
園
附
属
接
骨
院
（Ｂ
）
対
松
前

柔
道
ク
ラ
ブ
（Ｂ
）
の
対
戦
。
共
に
２０
歳
代
前
半
中

心
の
若
い
チ
ー
ム
。
特
に
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、

今
年
東
海
大
卒
業
の
新
人
ば
か
り
を
並
べ
る
テ
ー

ム
編
成
。

先
鋒
、
大
平
は
開
始
早
々
す
く
い
投
げ
で
有
効

を
奪
う
と
、
３
分
８０
秒
力
強
い

一
本
背
負
で

一
本

勝
。
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
先
制
点
を
上
げ
る
。

次
鋒
戦
。
ケ
ン
カ
組
み
手
の
似
た
タ
イ
プ
の
対

戦
は
、
水
落
が
１
分
３０
秒
肩
車
で
有
効
。
終
了
間

際
に
は
内
股
で
有
効
を
奪
い
、
終
始
優
勢
の
ま
ま

時
間
。
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
連
取
。

中
堅
の
大
内
は
開
始
１５
秒
内
股
か
ら
小
外
掛
に

切
り
返
し
、
技
あ
り
を
奪
う
。
そ
の
後
も
体
力
差

を
活
か
し
谷
日
の
動
き
を
封
じ
る
。
更
に
は
、
１

分
２０
秒
に
小
外
掛
で
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
、
関
西
医

療
学
園
、　
一
矢
を
報
い
る
。

副
将
戦
。
白
川
は
劣
勢
を
挽
回
せ
ん
と
猛
然
と

攻
め
る
が
、
１
分
２０
秒
払
腰
を
裏
投
で
返
さ
れ
技

あ
り
を
喫
す
。
そ
の
後
も
木
村
が
う
ま
く
か
わ
し

て
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
、
リ
ー
ド
を
保
つ
。

山
川
対
浅
野
の
大
将
戦
。
浅
野
が
帯
を
持

っ
て

の
払
腰
で
効
果
を
先
取
。
山
川
、
小
外
掛
で
効
果

を
奪
い
返
す
も
、
終
了
間
際
浅
野
が
再
び
払
腰
で

効
果
。
関
西
医
療
学
園
、
万
事
休
す
。
松
前
柔
道

ク
ラ
ブ
念
願
の
初
優
勝
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

松
前
柔
道
ク
ラ
ブ

優
勝
を
狙
っ
て
い
た
。
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ツ
タ
ー
の

谷
口
が
取
れ
な
か
っ
た
分
を
他
の
者
が
取
り
返
し

て
カ
バ
ー
し
合
い
、
チ
ー
ム
ヮ
ー
ク
の
勝
利
。
こ

の
大
会
は
１
日
５
試
合
、
段
々
試
合
と
試
合
の
間

が
短
く
な
る
の
で
、
若
さ
と
元
気
が
な
い
と
き
つ

い
。
来
年
は
二
部
に
昇
格
す
る
の
で
、
ま
た
上
位

を
狙
え
る
テ
ー
ム
に
し
た
い
。

第二部優勝の松前柔道クラブ Bチーム

男 子 第 二 部 成 績 表

優  勝  松前柔道クラブ B  第 3位

琴堂イ憂i券  関西医療学園付属整骨院B   舅雪3位  は

以上の 4チームは次年度第二部 に昇格 す る

自衛 隊体 育 学 校

】ヒ

田

晃

【決   勝】

関西医療学国付属整骨院B l -4 松前柔道クラブB

安 井 正貝J3段  一本背負 大 平絋 嗣 3段○

岩 本 隆志 2段 内  股 水 落健 太 3段○

○大 西洋 介 3段 小 外 メJ 谷 口 徹 3段

白)1達 也 2段 裏 投 げ 木村 理 人 3段○

山川大輔 3段 大 外 メJ 浅 野雄太 3段○

ぎ

O  」  J  A  l
自衛 隊体育学校 2
ト ヨ タ 自 動 車 3

日立製作所 日立 4
ア イ シ ン 精 機 5

セ コム止信越 A 6
神 戸 刑 務 所 7

関西医療学目附属整骨院C  8
ミ ナ  ミ  A 9
神鋼環境ソリューション 10
松前柔道クラブA ll
大 阪 ガ ス 12
群馬綜合ガードンステム 13
+全 会十全病院 14
山 形 市 役 所 15

東 レ 滋 賀 16

関西医療学園附属整骨院B  17

…

 18
ミ ナ  ミ  B 19
三 菱 重 工 神 戸 20

」FEス テール 21

福 島 市 役 所 22

赤門柔道倶楽部 23
ク ラ レ 岡 山 24
甲 南 柔 友 会 25

羽田タートルサービス 26
新 日本製鐵君津 27
帝     人 28
東      芝 29

30東 京 電 力
31 セコム上信越 B

32 米田柔整専門学校
33 吉川工業名古屋
34 」AKE.JAPAN
35 東海整骨院柔道クラブ
36 兵 庫 県 庁
37 は    り    ば
38 不  二  越
39新 日本製鐵本社
40  日本柔道整復師言求サービス連目
41 東京海上日動火災保険
42 日本エースサポート
43 +全 会聖 明病院
44戸 高 鉱 業 社
45 東京都柔道接骨師会
46ま る や 接 骨 院
47北  陸 電 力
48 新日本製鐵名古屋
49 セントラル警備保障
50 ミ ナ  ミ  C
51 ミ   ズ   ノ

52 +全 会 回生病院
53 松前柔道クラブ B

54新 日本製鐵大分
55 ア  ル   ゼ

56 姫路少年刑務所
57 A D R I A
58 関西医療学国附属整骨院A

A

大平の一本背負で先制

松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
Ｂ



三
井
住
友
海
上
、
４
戦
全
勝
で

２
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
飾
る

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
女
子
第

一
部
は
、
三
井

住
友
海
上
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

と
新
鋭
清
水
の
活
躍
で
、
コ
マ
ツ
、
ミ
キ
ハ
ウ
ス

等
の
強
豪
を
下
し
、
３
度
目
の
優
勝
を
全
勝
で
飾

っ
た
。ミ

キ
ハ
ウ
ス
　
Ｏ
１
３
　
一三
井
住
友
海
上

先
鋒
北
田
対
岩
藤
。
北
田
の
背
負
投
を
岩
藤
が

潰
し
、
寝
技
に
引
き
込
む
。
両
者
、
こ
の
攻
防
に

終
始
し
引
分
。
次
鋒
横
澤
は
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
準
決
勝
戦
を
紡
彿
さ
せ
る
袖
釣
込
腰
で
藤
原

を
畳
に
沈
め
、
鮮
や
か
な

一
本
勝
。
中
堅
、
ケ
ン

カ
組
み
手
を
制
し
た
上
野
（順
）
が
１
分
２９
秒
体
落

で
有
効
を
奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
袈
裟
固
に
固
め

一

本
。
副
将
戦
、
前
田
対
上
野
（雅
）
は
、
前
田
が
１

階
級
上
の
上
野
を
よ
く
攻
め
る
が
引
分
け
る
。
大

将
戦
、
薪
谷
は
新
鋭
清
水
の
繰
り
出
す
足
技
に
リ

ズ
ム
を
乱
さ
れ
る
。
あ
せ
っ
た
薪
谷
が
残
り
２３
秒

に

一
本
背
負
を
仕
掛
け
る
も
、
清
水
に
巧
み
に
返

さ
れ
効
果
の
宣
告
。
場
内
ど
よ
め
き
の
声
。
そ
の

ま
ま
袈
裟
固
に
固
め
ら
れ
る
と
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ
の

サ
イ
ン
。
清
水
、
大
金
星
。
薪
谷
は
以
後
の
試
合

を
欠
場
、
胸
の
負
傷
が
案
じ
ら
れ
る
。

三
井
住
友
海
上
　
②
１
２
　
コ
マ
ツ

先
鋒
戦
は
、
岩
藤
対
宝
が
試
合
後
半
か
ら
激
し

い
攻
防
を
見
せ
る
も
引
分
。
次
鋒
戦
、
吉
成
は
ア

テ
ネ
メ
ダ
リ
ス
ト
の
横
澤
か
ら
、
開
始
１２
秒
捨
身

の
小
内
刈
で
効
果
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
。

中
堅
戦
は
、
上
野
（順
）
と
谷
本
（育
）
の
ゴ
ー
ル
ド

メ
ダ
リ
ス
ト
の
妹
対
決
と
な
っ
た
。
試
合
中
盤
と

終
盤
に
上
野
が
低
い
姿
勢
か
ら
の
体
落
で
効
果
を

２
つ
奪
い
、
タ
イ
に
持
ち
込
む
。
副
将
戦
。
渡
辺

が
ポ
イ
ン
ト
を
先
取
す
れ
ば
上
野
（雅
）
が
逆
転
す

る
見
応
え
の
あ
る
攻
防
と
な

っ
た
。
結
局
、
地
力

に
勝
る
上
野
が
残
り
２４
秒
小
外
刈
で
技
あ
り
を
奪

い
、
合
せ
技

一
本
勝
。
大
将
の
岡
は
逆
転
を
狙
い

清
水
を
攻
め
立
て
、
指
導
１
と
小
内
刈
で
有
効
を

奪
う
も
そ
こ
ま
で
。
内
容
差
で
三
井
住
友
が
ラ
イ

バ
ル
を
制
し
た
。

ミ
キ
ハ
ウ
ス
　
０
１
２
　
コ
マ
ツ

先
鋒
戦
。
今
大
会
好
調
の
吉
成
が
残
り
２０
秒
、

藤
原
の
背
負
投
を
崩
し
縦
四
方
固
で
押
え
込
み

一

本
。
次
鋒
の
鍛
冶
と
宝
は
激
し
い
動
き
を
見
せ
る

も
引
分
。
中
堅
戦
は
、
谷
本
（育
）
が
開
始
３９
秒
右

大
内
刈
で
中
澤
か
ら
技
あ
り
を
奪
い
、
続
く
１
分

１０
秒
に
は
左
袖
釣
込
腰
で
再
び
技
あ
り
。
合
せ
て

一
本
で
コ
マ
ツ
が
２
点
リ
ー
ド
。
副
将
の
前
田
と

渡
遇
は
、
両
者
決
め
手
を
欠
き
引
分
と
な
る
。
こ

の
時
点
で
コ
マ
ツ
の
準
優
勝
確
定
。
女
子
第

一
部

の
最
終
試
合
と
な
っ
た
大
将
戦
。
木
屋
と
岡
の
対

戦
は
岡
の
背
負
投
、
出
足
払
い
に
、
木
屋
も
出
足

払
い
で
応
戦
し
た
が
、
両
者
決
め
技
な
く
引
分
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

三
井
住
友
海
上
　
柳

澤

久

試
合
前
か
ら
次
鋒
横
澤
と
副
将
上
野
（雅
）
で
行

く
事
を
決
め
て
い
た
。
二
人
に
は
課
題
を
与
え
て

戦
わ
せ
た
。
猛
練
習
で
疲
れ
き
っ
て
い
た
が
期
待

に
答
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
気
持
ち
よ
く
カ
イ
ロ

に
行
け
る
。
新
人
の
清
水
、
山
岸
の
活
躍
も
今
大

会
の
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
。

【主な対戦結果】

ミ キ ハ ウ ス 0-3三 井 住 友 海 上

北 田佳 世 2段
―

岩 藤 理 恵 2段

藤 原 知 代 3段 袖釣込腰 横 澤 由貴 2段O
中澤 ち さ 2段 袈 裟 固 上 野 順 恵 初段○

前 田桂 子 3段 ― 美 一 上 野 雅 恵 4段

薪 谷  翠 3段 袈 裟 固 清 水 千 晶 2段○

ミ キ ハ ウ ス 0-2コ  マ  ツ

藤 原 知 代 3段 縦四方固 吉 成 麗 子 3段○

鍛 冶 宏 美 3段
―

宝  寿 栄 2段

中澤 ち さ 2段 合わせ技 谷 本 育 実 2段○

前 田 桂 子 3段
―

渡 追 美 奈 初段

木 屋 好 絵 3段
―

岡 明日香 2段

三 井 住 友 海 上 ② -2コ  マ  ツ

岩 藤 理 恵 2段
―

宝  寿 栄 2段

横 澤 由 貴 2段 優勢勝ち 吉 成 麗 子 3段○

○上 野 順 恵 初段 優勢勝ち 谷 本 育 実 2段

○上 野 雅 恵 4段 合わせ技 渡 邊 美 奈 初段

清 水 千 晶 2段 優勢勝ち 岡 明日香 2段○

上野 (雅)、 小外刈 合わせて一本

女子第一部優勝の三井住友海上火災チーム

女 子 第 一 部 成 績 表  (リ グ戦〉

ダイコロ ミキハウス 三井住友海J セ コ ム コ マ ツ 勝  負 順  位

ダイコロ
△

0-2
△

0-4
△

0-5
△

一
0勝 4敗 5

ミキハウス
O

2-0
△

0-3
〇

一

△

0-2 2勝 2敗

三井住友海上
O

4-0
O
3-0

O
①-1

O
②-2 4勝 0敗 l

セ コ ム
O
5-0

△

1-3
△

1-①
×

1-1

1勝 2敗 l分

コ マ ツ
O
3-0

〇

一

△
2-②

×

1-1

2勝 1敗 l分



初
出
場
の
ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
初
優
勝

エ
ン
ト
リ
ー
は
Ｈ
テ
ー
ム
。
決
勝
戦
は
共
に
初

出
場
チ
ー
ム
同
士
の
ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
対

了
徳
寺
学
園
の
対
戦
と
な
っ
た
。

先
鋒
、
開
始
４
秒
川
国
が
大
内
刈
、
効
果
で
岩

崎
を
倒
し
、
そ
の
ま
ま
横
四
方
固
に
押
さ
え
込
み
、

ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
先
制
す
。

続
く
中
堅
戦
は
、
１
分
１
秒
両
者
指
導
１
の
後
、

七
條
が
内
股
、
大
内
刈
と
果
敢
な
攻
撃
に
転
じ
、

１
分
５９
秒
石
川
の
内
般
を
す
か
し
て
見
事
な

一
本

勝
。勝

敗
を
決
す
大
将
戦
は
、
体
格
に
勝
る
長
瀬
が

積
極
的
に
清
水
を
攻
め
、
巧
者
清
水
が
巧
み
に
こ

れ
を
か
わ
す
展
開
。
終
盤
に
差
し
掛
か
る
２
分
５４

秒
に
、
清
水
が
組
み
手
争
い
の

一
瞬
の
虚
を
衝
き
、

谷
落
に
体
を
捨
て
る
と
技
あ
り
の
宣
告
。
そ
の
後

長
瀬
は
挽
回
す
べ
く
猛
攻
撃
を
見
せ
、
清
水
か
ら

指
導
１
を
得
る
も
、
反
撃
は
そ
こ
ま
で
。

ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
初
出
場
、
初
優
勝

を
飾
る
。

上
位
に
行
け
る
気
が
し
て
い
た
が
、
優
勝
は
意

識
し
て
い
な
か
っ
た
。
無
欲
の
勝
利
で
す
。
あ
く

ま
で
仕
事
中
心
で
８
時
か
ら
・６
時
ま
で
業
務
に
従

事
し
、

１６
時
半
か
ら
出
身
校
で
練
習
し
て
い
る
。

会
社
の
た
め
で
な
く
、
自
分
の
た
め
に
頑
張
れ
と

励
ま
し
て
い
る
。
将
来
は
５
人
制
に
挑
戦
し
た
い
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

藤

谷

登

女子第二部成績表

イ憂 勝 ヤックスケアサービス   第 3イ立 K― Refine

準優勝 了 徳 寺 学 園 第 3位 日 水 製 薬

【準  決  勝】

K― R efine O - 1 ヤックスケアサービス

児 玉 久 美 2段 優勢勝ち 川 固有 紀 3段○

上 INl美 穂 2段
―

石 川 恵 理 2段

南  千 草 3段 ―→←一 清水伊穂理 3段

日 水 製 薬 ]-2了 徳 寺 学 国

○三 浦 真 依 3段 総合勝ち 岩崎めく
｀
み 2段

束 野 妙 利 2段 大 内 メJ 七 條 芳 美 2段○

長谷川貴美子 2段 優勢勝ち 長瀬めぐみ 2段○

【決   勝】

ヤックスケアサービス 2 - 1 了 徳 寺 学 国

○川 日有 紀 3段 横四方固 岩崎めぐみ 2段

石 ナ十1恵 理 2段 内股すかし 七 條 芳 美 2段○

○清水伊穂理 3段 優勢勝ち 長瀬めく
｀
み 2段

川回、大内刈から横四方国で一本

松 前柔道 ク ラブ

K― R efine

タカメデ ィカル

日本エースサポート

十全会聖 明病 院

ヤックスケアサービス

日 水 製 薬

十全会 回生病 院

大阪凰林医療学院

了 徳 寺 学 園

関西医療学園付属整骨院

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１‐

女子第二部優勝のヤックスケアサービステーム

ヤックスケアサービス



第
５５
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

５
月
２８
日
（土
）
１８
時
３０
分
よ
り
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第

５５
回
全
日
本
実
業
柔
道
団

体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、

（財
）
全
日
本
柔
道
連
盟

の
嘉
納
会
長
や
兵
庫
県
の
吉
本
知
之
教
育
長
は
じ
め
、
多
数

の
ご

来
賓

の
方

々
や
、
連
盟
役
員
、
並
び
に
地
元
関
係
者
な
ど
総
勢
１８０
余
名

の
参
加
が
あ
り
、
大
会

の
成
功

を
期
す
る
に
相
応
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

阿
南
副
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
吉
本
教
育
長
、
石
見
市
長
の
歓
迎

の
ご
挨
拶

の
後
、
姫
路
商
工
会

議
所
三
宅
副
会
頭
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入

っ
た
。

ま
た
、
所
用
で
遅
れ
て
到
着
し
た
山
国
会
長
よ
り
、

「今
日
の
日
本
柔
道
を
支
え
て
い
る
の
は
実
業
界

で
あ
り
、
柔
道
を
愛
す
る
諸
先
輩
方
並
び
に
関
係
各
社

の
ご
理
解
、
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
る
と
深
く
感

謝
し
て
い
る
。
今
後
も
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
更
な
る
発
展
に
精

一
杯
尽
力
し
た
い
。
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導

。
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
。
」
と
挨
拶
を
さ
れ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気

の
後
に
兵
庫
県
柔
道
連
盟
藤
田
会
長
の
発
声
に
よ
る
閉
会

の
辞
で
お
開
き
と
な

っ

た
。

「定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
４４
回
定
時
総
会
及
び
平
成
１７
年
度
理
事
会

は
、
平
成
１７
年
５
月
２７
日
（金
）
午
後
４
時
３０
分

か
ら
兵
庫
県
立
武
道
館

。
研
修
室
に
て
開
催
さ

れ
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
に
つ
い
て

満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案
　
平
成
１６
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
１６
年
度
収
入
支
出
決
算
承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
平
成
１７
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

第
４
号
議
案
一　
平
成
１７
年
度
収
入
支
出
予
算
案
承
認
の
件

第
５
号
議
案
　
規
約
改
正
の
件

第
６
号
議
案
　
平
成
１７
年

・
１８
年
度
役
員
改
選
の
件

山国会長のあいさつ石見 姫路市長のあいさつ

2005年 世界柔道選 権大会代表選手 (当 運盟所属)

子〕

90kg級 100kg級    100kg超級又は無差別

手

陽

浩内 柴 正 人

(旭化成)

70kg級

高 松 正

(旭化成) (旭化成)

上 野 雅 恵

(三井住友海上)

鈴 木 桂 治
(平成管財)

高 井 洋 平

(旭化成)

谷  亮 子
(ト ヨタ自動車)

横 澤 由 貴  谷
(三井住友海上)

本 歩 実
(コ マツ)

{

塚 田 真 希  薪 谷  翠

(綜合警備保障)   (ミ キハウス)

写真提供 :(財 )全 日本柔道連盟

73kgネ及 81kg級66kg級

発

行

日
　
２
０
０
５
年
７
月
１
日

発
　
　
行
　
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発

行

人
　
事
務
局
長
　
郷
田
博
史

取
材
協
カ
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
宮
澤
正
幸

印
　
　
刷
　
ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

48kg級 52kgネ及 6Skgネ及 78kg超 級 無差別


